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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月6日(2015.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
スクリプト遅延ローダを、要請によって、クライアント・コンピュータに提供する送受信
部を含む同期式スクリプト遅延ローディング・システムであって、
前記スクリプト遅延ローダは、前記クライアント・コンピュータで実行され、
スクリプト・モジュール別に対応する仮想関数を生成してメモリにロードする仮想関数生
成部と、
特定のスクリプト・モジュールの最初の実行要請による前記仮想関数呼び出しのときに、
保存空間に保存された当該スクリプト・モジュールをメモリにロードさせるモジュール実
行部と、を含む同期式スクリプト遅延ローディング・システム。
【請求項２】
前記スクリプト遅延ローダは、
使用されるスクリプト・モジュールのバージョンと、前記保存空間に保存されたスクリプ
ト・モジュールのバージョンとが同一であるか否かということを確認する初期化部をさら
に含むことを特徴とする請求項１に記載の同期式スクリプト遅延ローディング・システム
。
【請求項３】
前記スクリプト遅延ローダは、
スクリプト・ソースコードを要請するソースコード呼び出し部と、
前記要請によって伝送されたスクリプト・ソースコードを、各スクリプト・モジュール別
に分離し、前記保存空間に保存する分離部と、をさらに含むことを特徴とする請求項１に
記載の同期式スクリプト遅延ローディング・システム。
【請求項４】
前記分離部は、特定区分文字に基づいて、各スクリプト・モジュール別に分離することを
特徴とする請求項３に記載の同期式スクリプト遅延ローディング・システム。
【請求項５】
前記分離部は、各スクリプト・モジュールの遅延ローディング・オプションを分離し、前
記保存空間にさらに保存することを特徴とする請求項３に記載の同期式スクリプト遅延ロ
ーディング・システム。
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【請求項６】
前記生成された仮想関数は、対応するスクリプト・モジュールを、前記保存空間から読み
取ってメモリにローディングするための機能を含むことを特徴とする請求項１に記載の同
期式スクリプト遅延ローディング・システム。
【請求項７】
前記最初の実行要請は、使用されるスクリプト・モジュールのバージョンと同一バージョ
ンを有する前記特定のスクリプト・モジュールが、最初に実行されるときに発生すること
を特徴とする請求項１に記載の同期式スクリプト遅延ローディング・システム。
【請求項８】
前記仮想関数または前記モジュール実行部は、前記ロードされた特定のスクリプト・モジ
ュールに含まれたメソッドのうち、前記仮想関数をオーバーライドしたメソッドを、さら
に１回呼び出す機能をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の同期式スクリプト遅
延ローディング・システム。
【請求項９】
同期式スクリプト遅延ローディング・システムが提供するスクリプト遅延ローダによって
遂行される各段階が、
スクリプト・モジュール別に対応する仮想関数を生成してメモリにロードする仮想関数生
成段階と、
特定のスクリプト・モジュールの最初の実行要請による前記仮想関数呼び出しのときに、
保存空間に保存された当該スクリプト・モジュールをメモリにロードするモジュール実行
段階と、を含む同期式スクリプト遅延ローディング方法。
【請求項１０】
前記方法は、
前記仮想関数生成段階の前に、
使用されるスクリプト・モジュールのバージョンと、前記保存空間に保存されたスクリプ
ト・モジュールのバージョンとが同一であるか否かということを確認する初期化段階をさ
らに含むことを特徴とする請求項９に記載の同期式スクリプト遅延ローディング方法。
【請求項１１】
前記方法は、
前記仮想関数生成段階の前に、
スクリプト・ソースコードを要請するソースコード呼び出し段階と、
前記要請によって伝送されたスクリプト・ソースコードを、各スクリプト・モジュール別
に分離し、前記保存空間に保存して分離する段階と、をさらに含むことを特徴とする請求
項９に記載の同期式スクリプト遅延ローディング方法。
【請求項１２】
前記分離段階は、特定区分文字に基づいて、各スクリプト・モジュール別に分離すること
を特徴とする請求項１１に記載の同期式スクリプト遅延ローディング方法。
【請求項１３】
前記分離段階は、各スクリプト・モジュールの遅延ローディング・オプションを分離し、
前記保存空間に保存する遅延ローディング・オプション分離段階をさらに含むことを特徴
とする請求項１１に記載の同期式スクリプト遅延ローディング方法。
【請求項１４】
前記生成された仮想関数は、対応するスクリプト・モジュールを、前記保存空間から読み
取ってメモリにローディングするための機能を含むことを特徴とする請求項９に記載の同
期式スクリプト遅延ローディング方法。
【請求項１５】
前記最初の実行要請は、使用されるスクリプト・モジュールのバージョンと同一バージョ
ンを有する前記特定のスクリプト・モジュールが最初に実行されるときに発生することを
特徴とする請求項９に記載の同期式スクリプト遅延ローディング方法。
【請求項１６】
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前記モジュール実行段階は、前記ロードされた特定のスクリプト・モジュールに含まれた
メソッドのうち、前記仮想関数をオーバーライドしたメソッドをさらに１回呼び出す段階
をさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の同期式スクリプト遅延ローディング方法
。
【請求項１７】
請求項９ないし１６のうち、いずれか１項に記載の方法を実行するためのプログラムが記
録されていることを特徴とするコンピュータで読み取り可能な記録媒体。
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